
産地パワーアップ事業の取組事例 （京都府）

取組の概要

取組の概要 ：品質向上によるてん茶販売力の向上
計画作成主体：和束町農業再生協議会
対象品目 ：茶（産地面積：12.17ha）
主な取組主体：株式会社式部
成果目標 ：単位面積当たりの販売額の10％以上

の増加(てん茶販売額)
助成金の活用：整備事業（農産物処理加工施設：て
状況 ん茶加工施設）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H30年度〉

作付面積：12.2ha
主な茶種：てん茶（自社加工）
販売額 ：750,691円/10a

作付面積：6.6ha 
主な茶種：てん茶（委託加工）
販売額 ：675,225円/10a

事業効果

750,691円

675,225円

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○ てん茶加工施設を新たに整備するこ
とで適期摘採が可能となり、品質向
上による販売単価の向上が期待され
る。

推進体制

地域の関係者（京都府山城広域振
興局、和束町、京都やましろ農業協
同組合、農業関係者等）が一体とな
り、事業を推進。

加工用を中心に需要拡大が
見込まれるてん茶の生産拡大
を図るために、新たにてん茶
加工施設を整備。
適期摘採による品質向上を

図り10a当たりてん茶販売額
の増加を目指す。

地域における独自の取組

○ リタイアする生産農家の茶園を集積
し、てん茶面積を拡大

○ 適期摘採及び加工時期の労働力ピー
クの分散

○ 「農林業振興事業補助金」
茶業青年団へ補助金を交付することに
より、茶業経営の中核者となりうる団
員相互の連携を密にし、経営研修会等
を通じてより先進的な知識と技術の普
及を図ることを目的とする。

〈和束町単独事業〉

〈主な取組〉
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地区の概要
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